
第49回総合特別区域評価・調査検討会 議事要旨 

 

日 時：令和２年10月６日（水）13:00～15:00 

場 所：永田町合同庁舎 ７階特別会議室（オンライン開催） 

出席者：座長 安藤 光義 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 

秋山 弘子 東京大学名誉教授 

下田 吉之 大阪大学大学院工学研究科環境・エネルギー工学専攻教授 

武田 公子 金沢大学経済学経営学系教授 

竹林 幹雄 神戸大学大学院海事科学研究科教授 

土屋 了介 公益財団法人ときわ会常盤病院顧問 

藤田 壮  東京大学大学院工学系研究科教授 

事務局：   眞鍋 純    内閣府地方創生推進事務局長 

山西 雅一郎  内閣府地方創生推進事務局次長 

長谷川 周夫  内閣府地方創生推進事務局審議官 

日向 弘基   内閣府地方創生推進事務局参事官 

井上 卓己   内閣府地方創生推進事務局参事官 

佐々木 淳一  内閣府地方創生推進事務局参事官補佐 

 

＜令和元年度評価結果のとりまとめについて＞ 

〇事務局より、配布資料（資料２－１、３－１、４－１）に基づき、国際総合戦略特区並

びに地域活性化総合特区のグリーンイノベーション分野及びアジア拠点化・国際物流分

野における各特区の指定自治体が作成した令和元年度（平成３１年度）事後評価書に対

する専門家委員による総合評価案及び専門家所見案について説明が行われた。 

〇委員間で意見交換を行い、事務局から説明のあった専門家委員による評価案により本検

討会の評価結果として取りまとめがなされた。 

       

＜総合特区制度の施行状況について＞ 

〇事務局より、資料５に基づき、総合特区制度の施行状況について説明が行われた。 

〇資料中、総合特区向けアンケート結果等について事務局との質疑応答及び委員間で意見

交換を行い、次回（第50回評価・調査検討会）は、今回の議論を踏まえ、事務局から施

行状況の報告及び今後の課題・論点について説明がなされることとなった。 

 

＜アジアＮｏ．１航空宇宙産業クラスター形成特区の区域変更について＞ 

〇事務局より、資料６に基づき、アジアＮｏ．１航空宇宙産業クラスター形成特区の区域

変更案について説明が行われ、委員間で意見交換を行い、区域変更の認定について本検

討会として了解された。 



〇なお、委員より、航空部品はサプライチェーンが複雑化しており、国内でのサプライチ

ェーンをできるだけ完備しようというのであれば、指定区域の拡大は想定しておいたほ

うが良いと思うという旨のコメントがあった。 

 

以上 


